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総
務
常
任
委
員
会

�

２
月
13
〜
14
日

調
査
地

和
歌
山
県
紀
美
野
町

和
歌
山
県
田
辺
市

参
加
委
員

山
﨑
眞
幹　
　

竹
平
豊
久

山
崎
晃
子　
　

小
松
紀
夫

石
川
彰
宏　
　

竹
内
俊
夫

山
本
芳
男　

比
与
森
光
俊

議
会
事
務
局　

小
松
美
公

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�

土
方
聖
子

調
査
内
容

こ
の
事
業
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
和
歌
山
県
が
推

進
し
て
い
る
「
わ
か
や
ま

田
舎
暮
ら
し
支
援
事
業
」

の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
め

ら
れ
、
移
住
者
の
発
案
か

ら
始
ま
っ
た
支
援
す
る
会

を
官
民
協
働
の
受
け
皿
、

関
連
事
業
推
進
の
窓
口
と

し
て
、
移
住
相
談
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
パ
ー
ソ
ン
（
一
元

的
窓
口
）
を
中
心
に
集
落

支
援
員
（
１
名
）
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
（
３
名
）

に
も
推
進
力
の
一
翼
を
担

わ
せ
な
が
ら
、
事
業
開
始

以
来
、
２
月
13
日
の
調
査

時
点
で
42
世
帯
82
名
の
移

住
を
実
現
し
て
い
る
。

本
市
で
の
移
住
定
住
施

策
は
、
空
き
家
調
査
等
も

ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
あ
り
、
今
回
学
ん
だ
も

の
を
活
か
せ
る
場
面
は
も

う
少
し
先
と
な
る
の
で
は

と
考
え
る
。
調
査
内
容
は
、

官
民
協
働
の
仕
組
み
作
り

を
始
め
、
受
け
入
れ
体
制

整
備
の
段
階
ご
と
に
参
照

す
べ
き
示
唆
に
富
ん
で
お

り
、
今
回
の
調
査
が
役
立

つ
場
面
の
到
来
の
早
か
ら

ん
こ
と
を
願
い
、
担
当
者

の
頑
張
り
も
含
め
、
大
い

に
期
待
す
る
。

取
組
み
の
中
で
も
強
調

さ
れ
て
い
た
の
は
道
路
、

通
信
手
段
、
非
常
用
電
源
、

備
蓄
品
の
分
散
の
重
要
性

で
あ
り
、
「
公
助
」
が
発

動
す
る
ま
で
の
「
自
助
・

共
助
」
の
自
助
で
「
先
ず

逃
げ
る
」
と
い
う
意
識
醸

成
の
重
要
性
で
あ
っ
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
行
動
計
画
）
は
、

平
成
21
年
度
に
策
定

さ
れ
た
も
の
だ
が
、

平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
や
12
号
台
風

災
害
の
経
験
を
踏
ま

え
た
改
訂
が
平
成
24

年
３
月
に
行
わ
れ
、

「
絵
に
描
い
た
餅
」

や
「
想
定
外
」
を
無

く
す
仕
組
み
作
り
と

共
に
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
各
種
施
策
の
再

点
検
も
行
わ
れ
「
使

え
る
行
動
計
画
」
と

し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
重
ね
て
い
る
。

本
市
も
東
南
海
・
南
海

地
震
対
策
は
も
と
よ
り
、

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る

風
水
害
、
土
砂
災
害
へ
の

対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
防
災
計
画
で
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
施
策
の
、
よ

り
一
層
の
推
進
の
た
め
に

も
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
管
理
す

る
行
動
計
画
の
早
期
策
定

と
実
施
を
望
む
と
共
に
、

策
定
の
際
に
は
今
回
の
調

査
内
容
が
大
い
に
役
立
つ

こ
と
を
確
信
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

�

１
月
21
～
22
日

調
査
地

高
知
県
四
万
十
市

愛
媛
県
今
治
市

参
加
委
員

島
岡
信
彦　
　

大
岸
眞
弓

有
元
和
哉　

濱
田
百
合
子

依
光
美
代
子　

前
田
泰
祐

西
村

成

議
会
事
務
局　

野
口
恵
子

健
康
介
護
支
援
課

　
　
　
　
　
　

凢
内
一
秀

調
査
内
容

各
地
区
の
住
民
組
織
で

設
立
す
る
「
地
区
健
康
福

祉
委
員
会
」
に
市
が
事
業

委
託
し
て
、
住
民
が
主
体

的
に
運
営
す
る
形
を
と
っ

て
い
る
。
委
託
対
象
地
区

は
全
部
で
１
３
３
あ
り
、

現
在
86
の
「
地
区
健
康
福

祉
委
員
会
」
が
立
ち
上
が

っ
て
い
る
。
市
は
１
０
０

％
を
目
指
し
て
お
り
「
地

区
健
康
福
祉
委
員
会
」
の

設
立
や
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
支
援
職
員
を
置
い

て
い
る
。

連
携
事
業
は
①
健
康
づ

く
り
推
進
事
業
＝
地
域
ぐ

る
み
で
受
診
促
進
な
ど
②

介
護
予
防
、
高
齢
者
・
障

害
者
生
き
が
い
支
援
事
業

＝
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
の
学
習
や
体
操
な

ど
③
支
え
あ
い
の
地
域
づ

く
り
事
業
＝
地
域
内
で
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
合
う

体
制
を
つ
く
る
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、

地
域
と
共
に
、
活
き
活
き

訪
問
健
診
・
健
康
相
談
事

業
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用

助
成
事
業
、
高
齢
者
口
腔

ケ
ア
事
業
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
事
業
に
費
や
す

費
用
は
ほ
と
ん
ど
が
一
般

財
源
で
、
介
護
予
防
の
み

介
護
保
険
で
賄
っ
て
い
る
。

市
民
の
将
来
を
し
っ
か
り

と
考
え
た
政
策
で
あ
り
、

今
後
、
本
市
で
も
医
療
費

の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
予
防
医
療
の
取

組
み
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

今
治
市
の
農
林
振
興
課

和
歌
山
県
紀
美
野
町
「
田

舎
暮
ら
し
推
進
モ
デ
ル
事

業
」

高
知
県
四
万
十
市
「
保
健

・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業
」

愛
媛
県
今
治
市
「
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地

産
地
消
の
取
組
み
」

行
政
視
察
の
報
告

和
歌
山
県
田
辺
市
「
土
砂

災
害
復
旧
の
取
組
み
」
と

「
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

田辺市
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に
よ
れ
ば
、
平
成
17
年
12

月
20
日
に
今
治
市
議
会
が

行
っ
た
「
食
料
の
安
全
性

と
安
定
供
給
体
制
を
確
立

す
る
都
市
」
宣
言
に
基
づ

き
、
地
産
地
消
を
、
運
動

と
し
て
展
開
す
る
」
と
し

て
い
る
。

今
回
視
察
の
学
校
給
食

に
お
け
る
地
産
地
消
の
取

組
み
に
も
、
こ
の
方
針
が

貫
か
れ
て
い
る
。

地
産
地
消
の
取
組
み
に

よ
り
、
地
元
食
材
の
使
用

率
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
65
・
４
％
で
あ
る
。

地
元
食
材
の
調
達

は
基
本
的
に
調
理

場
ご
と
に
行
わ
れ

て
お
り
、
数
量
が

揃
わ
な
い
場
合
な

ど
、
Ｊ
Ａ
や
農
林

水
産
課
が
連
携
し

て
対
応
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

新
鮮
で
安
全
な

旬
の
野
菜
を
食
せ

る
と
い
う
点
、
生

産
者
の
顔
や
生
産

の
様
子
が
身
近
に

見
え
る
な
ど
の
利

点
が
あ
る
が
、
企

画
の
不
揃
い
や
虫
食
い
、

天
候
の
影
響
で
献
立
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど

の
、
苦
労
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

本
市
で
は
、
土
佐
山
田

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新

設
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、

供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

地
産
地
消
の
学
校
給
食
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
今
治
市
は

食
育
授
業
、
生
涯
食
育
に

も
力
を
い
れ
て
い
る
。
本

市
で
も
食
育
を
充
実
さ
れ

た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

１
月
23
～
24
日

調
査
地

愛
媛
県
今
治
市

愛
媛
県
西
条
市

参
加
委
員

山
﨑
龍
太
郎　

矢
野
公
昭

千
頭
洋
一　
　

織
田
秀
幸

爲
近
初
男　
　

利
根
健
二

議
会
事
務
局　

小
松
美
公

産
業
振
興
課　

山
中
俊
明

調
査
内
容

日
本
最
大
の
タ
オ
ル
産

地
だ
が
、
企
業
数
・
生
産

量
は
減
少
し
、
輸
入
品
に

シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
対
策
と
し
て
今
治

タ
オ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組
み
を
始
め
る
。

平
成
18
年
度
よ
り
３
カ

年｢

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン

ド｣

育
成
支
援
事
業
（
２

５
０
０
万
円
の
国
・
市
補

助
額
）
を
活
用
し
、
ブ
ラ

ン
ド
化
・
商
品
開
発
・
技

術
向
上
・
品
質
向
上
等
に

努
め
、
売
上
げ
が
上
昇
し

て
い
る
。
ま
た
、
販
路
開

拓
支
援
事
業
を
活
用
し
、

市
場
を
開
拓
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
市
、
地

場
産
業
の
土
佐
打
刃
物
の

振
興
に
つ
い
て
も
参
考
と

な
る
。

営
農
・
直
販
・
地
産
地

消
を
一
体
化
し
た

地
域
農
業
振
興
拠

点
の
整
備
に
て
、

安
全
安
心
の
食
料

供
給
と
農
家
所
得

の
向
上
を
図
る
。

平
成
19
年
現
在
の

施
設
に
移
転
し
、

平
成
23
年
度
売
上

げ
22
億
５
千
万
円

（
全
国
４
位
）
会

員
約
９
０
０
人
で

あ
る
。
駐
車
場
の

拡
張
や
パ
ウ
ダ
ー

工
場
建
設
を
予
定

し
て
お
り
、
売
れ

残
り
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
る
。

地
元
生
産
者
・

加
工
業
者
等
と
連

携
す
る
こ
と
で
市

民
の
信
頼
を
勝
ち

得
て
お
り
、
地
域

循
環
型
経
済
の
確

立
が
地
元
密
着
の
姿
勢
か

ら
読
み
取
れ
る
。

「
成
功
す
る
ま
で
や
れ

ば
失
敗
は
な
い
」
と
の
自

信
に
満
ち
た
言
葉
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
成
功
の
秘

訣
は
発
想
・
決
断
・
実
行

の
３
点
で
あ
る
と
感
じ
た
。

工
業
団
地
整
備
で
企
業

誘
致
に
成
功
し
、
産
業
分

布
は
多
岐
に
わ
た
る
。

昨
今
の
景
気
低
迷
の
状

況
か
ら
中
小
企
業
支
援
に

施
策
を
展
開
し
、
地
域
経

済
の
活
力
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
雇
用
確
保
の
た

め
、
西
条
市
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー
設
立
に
至
る
。

起
業
の
実
績
は
45
社
、
未

来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
指
定
に
繋
が
る
。

経
営
者
向
け
実
践
塾
で

は
、
１
４
８
名
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
い
る
。
異
業

種
交
流
の
場
「
う
ち
ぬ
き

サ
ロ
ン
」
を
月
１
回
開
催

し
、
広
域
か
ら
１
０
０
名

ほ
ど
参
加
し
て
い
る
。
支

援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

料
は
２
５
５
７
万
円
、
行

政
職
員
も
常
駐
し
て
い
る
。

サ
ロ
ン
に
は
、
市
職
員

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
。
市
民
・
企
業
と
も
産

業
振
興
に
取
組
む
姿
勢
が

本
市
に
も
必
要
と
感
じ
た
。

愛
媛
県
今
治
市
「
今
治
タ

オ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
さ
い
さ
い
き
て
屋
（
農

産
物
展
示
直
売
事
業
）
」

愛
媛
県
西
条
市
「
産
業
情

報
支
援
セ
ン
タ
ー
」

四万十市

西条市


